
【数学Ⅰ】 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

⽣データから、データの分析の基礎を実践的に理解する授業 
ヒストグラムと箱ひげ図を利⽤したデータの分析⽅法を理解し、活⽤できるようにする。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
度数分布表とヒストグラムについて
の解説は、事前に⽤意したデジタル
ノートを授業⽀援機能で配布して⾏
う。その中には、導⼊解説⽤に⽤意
したダミーデータを Excel などにま
とめ、ファイルふせんに貼り付けた
ものも含めておく。 
グループ学習では、これもデジタル
ノート内に事前に⽤意しておいた、
Excel などで作成した空の表とグラフ
を貼り付けたファイルふせんを使わ
せる。⽣徒には、これらに⼿描きで
表とヒストグラムを作ってもらう。 

 

概要の説明 
データの分析における基礎⽤語の習得、
ヒストグラムと箱ひげ図を利⽤したデー
タの分析⽅法を理解することを⽬標とす
ることを説明する。 
 
 
 
 
 
 
導⼊・実践① 
度数分表及びヒストグラムについて解説
を⾏う。その後、各グループに分かれ、
グループごとに靴のサイズ・通学時間の
どちらでヒストグラムを作りたいかを考
えさせる。その後、選んだテーマについ
て⽣データの収集を⾏わせ、そこから度
数分布表及びヒストグラムを作成しても
らう。作成後、グラフが同⼀であるかを
グループメンバーで確認し合わせる。 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：統計学の基礎となるデータの分析について、⽣徒の⾝近にある⽣のデータを⽤い

て実践的に学ぶことで学習意欲を引き出し、統計学の⾯⽩さを体感させる。 
⽣徒向けの⽬標：⾝近にある⽣のデータの分析から統計学の基礎を理解し、問題が解けるようにな

るだけでなく、社会でどのように活⽤されているかを学ぶ。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：グラフの作成に必要となる⽣データを同時編集機能で集約すること

で、グラフの作成にかかる時間を短縮することができる。  
・⽣徒の理解促進    ：⼿描き機能を⽤いてヒストグラムや箱ひげ図を描き、それらを共有し

合うことで、グラフの関係を視覚的に理解させることができる。 
・協働学習促進     ：⽣徒の靴のサイズや通学時間などの⾝近な⽣データの共有をデジタル

ノート上で⾏うことで、主体的な学習をさせることができる。 
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箱ひげ図及び箱ひげ図の作成に必要
な値の算出⽅法についての解説も、
step2 で配布したものと同じデジタル
ノートに事前に準備しておき、それ
を利⽤して⾏う。 
グループ学習では、これもデジタル
ノート内に事前に⽤意しておいた、
Excel などで作成した空の図を貼り付
けたファイルふせんを使わせる。⽣
徒には、これらに⼿描きで箱ひげ図
を作ってもらう。 
 
 
図は、step3〜4 で使ったファイルふ
せんを⽤いて、⼿描きで完成させる
よう指⽰する。発表の際にグラフと
考察が同時に閲覧できるように、考
察はこのふせんの余⽩に記述させ
る。 
ここまでに作ってきたデジタルノー
トは、授業終了時に PDF/PNG に書
き出したものをファイルふせんに貼
り付けた上で提出させる。 
 

 

 
問題をすべて解き終えたら、カメラ
ふせん機能を利⽤して撮影した解答
を提出させ、提出物⼀覧表⽰で提出
状況と理解状況を把握する。 
調べ学習で⾒つけた良い Web ページ
などは、URL を貼り付けたリンクふ
せんを授業⽀援機能でクラス全体に
共有してもらう。 
 
 
 
 
授業で扱った重要項⽬について、事
前にデジタルノートにまとめたもの
を授業⽀援機能で配布する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
事例として、総務省統計局が提供し
ている、⾼校⽣のための統計学習教
材の概要ページ
（https://www.stat.go.jp/info/today/
159.html）の URL を貼り付けたリン
クふせんを、授業⽀援機能で共有す
る。時間に余裕があれば、電⼦⿊板
やプロジェクターを利⽤して授業内
で確認をする。 

 
導⼊・実践② 
箱ひげ図と、その作成に必要な値の算出
⽅法について解説を⾏う。その後、step2
と同様のグループに分かれ、step2 で選
ばなかった⽣データで箱ひげ図の作成に
必要な値を算出させ、箱ひげ図の作成を
⾏ってもらう。作成後、値及び図が同⼀
であるかをグループメンバーで確認し合
わせる。 
 
 
 
 
応⽤ 
step2 でヒストグラムを作成する際に⽤
いたデータで箱ひげ図を、step3 で箱ひ
げ図を作成する際に⽤いたデータでヒス
トグラムを作成させる。そして 2 つのグ
ラフの関係や特徴についてグループごと
に考察させた上で、電⼦⿊板やプロジェ
クターを⽤いて発表させる。発表後、皆
の意⾒をまとめる形で解説を⾏う。 
 
 
 
 
問題演習及び調べ学習 
ヒストグラム及び箱ひげ図の描き⽅や 2
つのグラフの関係についての問題演習を
⾏わせ、躓いている⽣徒へのフォローを
机間指導の形で⾏う。時間が余っている
⽣徒にはヒストグラムや箱ひげ図が実際
にどのように社会で活⽤されているかに
ついて調べてもらう。 
 
 
 
 
概要のまとめ・宿題 
授業内容の確認、並びに宿題の提⽰。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
⽣徒が調べた内容も含め、実際にヒスト
グラムや箱ひげ図を⽤いてデータをまと
めている事例を紹介する。また、その事
例においてなぜそのグラフを⽤いている
のかを解説する。 
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